
主
任
の
石
井
朝あ

さ

子こ

先
生
は
、次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
私
は
、畜
産
の
現
場
で
、一
生
産
者
と
し
て
良
質

な
家
畜
を
育
て
る
た
め
の
知
識
や
技
術
を
、
生
徒
に

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
よ
り
高
度
な
研
究
に
取
り
組
む
と
な

れ
ば
、
家
畜
に
直
接
触
れ
て
学
ぶ
時
間
が
少
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
思
い
ま
し
た
」

　
ま
た
、
指
定
１
年
目
は
、
指
導
体
制
を
構
築
す
る

途
中
で
、
専
門
教
科
の
教
師
を
中
心
に
、
実
験
準
備

な
ど
の
業
務
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
。

　
そ
う
し
た
教
師
の
不
安
や
負
担
感
を
払
拭
し
た
の

は
、
生
徒
の
姿
だ
っ
た
。
広
島
大
学
を
始
め
と
す
る

大
学
や
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
な
ど
の
研
究
機
関

か
ら
支
援
を
受
け
な
が
ら
、「
ニ
ワ
ト
リ
が
卵
を
産

む
前
に
、ヒ
ナ
が
オ
ス
か
メ
ス
か
を
判
別
す
る
方
法
」

な
ど
の
最
先
端
の
研
究
に
、
生
徒
は
興
味
津
々
に
取

り
組
ん
だ
。
研
究
成
果
が
学
外
の
発
表
会
で
入
賞
す

る
と
、
周
囲
の
生
徒
は
刺
激
を
受
け
、
ま
す
ま
す
高

い
レ
ベ
ル
の
研
究
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
で
最
先
端
の
研
究
に
触
れ
、
そ

れ
に
食
い
つ
き
、
自
ら
工
夫
し
て
研
究
を
進
め
る
生

徒
を
目
に
し
て
、
生
徒
の
可
能
性
の
大
き
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
生
徒
が
真
剣
に
学
び
始
め
る
き
っ

か
け
は
、
一
人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活

動
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
心
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
場
面

が
よ
り
多
く
な
っ
た
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
を
肯
定
的

に
捉
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
石
井
先
生
）

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
３
期
目
の
現
在
は
、
専
門
教
科
と

普
通
教
科
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
体
制
構
築
の
過
程
を
見
て
い
く
。

　
２
０
２
０
年
度
に
創
立
１
１
０
周
年
を
迎
え
た
広

島
県
立
西
条
農
業
高
校
は
、
県
内
の
農
業
高
校
の
拠

点
校
だ
。
大
学
入
試
に
お
い
て
専
門
学
科
を
対
象
と

す
る
推
薦
入
試
の
募
集
枠
が
増
え
始
め
た
約
20
年
前

か
ら
、
進
学
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
以
来
、

毎
年
20
～
30
人
が
国
公
立
大
学
に
合
格
し
て
い
る
。

　
12
年
度
に
は
、
農
業
高
校
と
し
て
全
国
で
初
め
て

Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
＊
１
）
の
指
定
を
受
け
た
。
し
か
し
、
教

師
は
、
そ
の
活
動
に
戸
惑
い
が
あ
っ
た
。
当
時
、
非

常
勤
講
師
と
し
て
同
校
に
勤
務
し
て
い
た
現
２
学
年

変
革
の

高
度
な
研
究
は
、自
校
の
生
徒
に
必
要
か
。

不
安
を
抱
い
た
教
師
た
ち

背
景

学校概要

◎設立	 1910（明治 43）年
◎形態	 全日制／農業科（園芸科、畜産科、生活

科、農業機械科、緑地土木科、生物工学科、
食品科学科）／共学

◎生徒数	 １学年約 280人
◎2021年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、
帯広畜産大、鳥取大、広島大、愛媛大、琉球大な
どに 19人が合格。私立大は、酪農学園大、明治
大、近畿大などに延べ 90人が合格。短大・専門
学校進学 87人。就職 53人。

No.282
指導変革の軌跡

広
島
県
立
西
条
農
業
高
校

Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
軸
と
し
た
学
校
改
革

専
門
教
科
と
普
通
教
科
の
教
師
が
垣
根
を
超
え
て
連
携
し
、

農
業
の
発
展
に
本
気
で
取
り
組
む
生
徒
を
育
む

＊１　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」の略。
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同
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
の
軸
と
な
る
の
は
、
１

年
次
の
「
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
」、
２
年
次
の
「
Ｓ

Ｓ
課
題
研
究
Ⅰ
」、
３
年
次
の
「
Ｓ
Ｓ
課
題
研
究
Ⅱ
」

だ
。
１
年
次
の
「
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
」
で
は
、「
作

物
の
成
長
と
養
分
」「
農
業
と
食
料
問
題
」
な
ど
の

題
材
の
中
か
ら
、
生
徒
は
自
ら
設
定
し
た
課
題
に
取

り
組
み
、
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
２
回
、
経
験
す
る
。

度
の
双
方
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

だ
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
開
発
主
任
の
堀
内
敬け

い

士し

先
生
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
１
期
で
は
、『
Ｓ
Ｓ
課
題
研
究
Ⅱ
』
を
農

業
科
と
理
科
の
協
働
で
指
導
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｓ

Ｓ
Ｈ
２
期
で
は
、そ
の
体
制
を
『
Ｓ
Ｓ
課
題
研
究
Ⅰ
』

に
も
広
げ
ま
し
た
。
生
徒
が
自
然
現
象
を
よ
り
分
析

的・論
理
的
に
思
考
で
き
る
よ
う
、
理
科
の
教
師
が
、

農
業
科
の
教
師
と
は
異
な
る
視
点
で
生
徒
に
助
言
す

る
た
め
で
す
。
指
導
を
分
担
し
、
一
部
の
教
師
に
負

担
が
集
中
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
ね
ら
い
も

あ
り
ま
し
た
」

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
１
期
で
は
、
取
り
組
み
の
柱
の
１
つ
で
あ

る
「
海
外
連
携
等
に
よ
り
国
際
性
を
育
て
る
た
め
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
の
一
環
と
し
て
、
２
年

次
に
「
Ｓ
Ｓ
グ
ロ
ー
バ
ル
英
語
」
や
「
英
語
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
設
置
。
英
語
科

が
指
導
を
担
当
し
、
研
発
発
表
と
質
疑
応
答
が
で
き

る
英
語
力
を
育
成
し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
２
期
か
ら
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
多
く
の
生
徒
が
実
験
結
果
の
分

析
を
苦
手
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
を
受

け
、
数
学
科
が
、
実
験
結
果
の
解
析
方
法
な
ど
を
実

践
的
に
学
ぶ
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
講
座
を
、

放
課
後
や
夏
季
休
業
中
に
実
施
し
た
（
＊
２
）。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
に
普
通
教
科
も
組
み
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
担
当
教
科
の
垣
根
を
超
え
て
指
導
に
あ
た

る
体
制
が
築
か
れ
て
い
っ
た
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
総
務
主
任

同
じ
題
材
で
も
う
１
度
探
究
す
る
こ
と
で
、「
新
た

な
課
題
の
発
見
→
新
た
な
仮
説
の
設
定
」
の
場
を
設

け
、
探
究
が
よ
り
深
化
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
活
動
を
通
し
て
、科
学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー（
課

題
発
見
・
解
決
の
過
程
で
必
要
と
な
る
能
力
）
を
身

に
つ
け
、
２・３
年
次
の
「
Ｓ
Ｓ
課
題
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
」

で
は
、
生
徒
は
自
身
の
専
門
分
野
に
基
づ
い
て
自
ら

設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
す
る
（
図
１
）。

　「
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
」
で
は
、
各
学
科
20
人
ず

つ
の
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
農
業
科
と
理
科
の

教
師
が
交
互
に
授
業
を
担
当
し
た
。
農
業
分
野
の
視

座
・
知
識
と
、
自
然
科
学
に
求
め
ら
れ
る
思
考
・
態

生
徒
が
探
究
を
深
め
る
資
質
・
能
力
を
、

専
門
・
普
通
の
全
教
科
で
育
成

変
革
の
一
手

図１	 １〜３年次の探究学習の流れ（2022年度入学生〜）

※学校資料を基に編集部で作成。

「SS課題研究Ⅰ」で取り組んだテーマを踏まえ、内容を
発展させて、グループまたは個人で探究学習を行う。

学科ごとに特色ある題材で、生徒が抱いた疑問を
基に、生徒自らが課題を設定し、主にグループで
探究する。

生徒は、自ら設定した課題に取り組む中で、「仮説設定
→実験計画の立案→実験→実験結果の検証→まとめ→
課題の発見」の探究のプロセスを２回、経験する。

３
年
次

２
年
次

１
年
次

目標 探究活動の深化

ＳＳ探究
探究数学
探究理科
探究英語

グローバルサイエンス

ＳＳ課題研究Ⅰ

データサイエンス

アグリサイエンス

ＳＳ課題研究Ⅱ

発
展

実
践

基
礎

学科・教科
の融合

農業と英語の
融合

農業と理科の
融合

農業と数学の
融合

農業と理科の
融合

農業と理科
の融合

（13単位）

（1単位）

（２単位）

（１単位）

（２単位）

（４単位）

＊２　「データサイエンス」の講座は、2022 年度から学校設定科目としている。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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の
丸
川
晋
一
先
生
は
語
る
。

　「
授
業
で
直
接
指
導
し
て
い
な
く
て
も
、
年
度
末

に
開
催
す
る
研
究
成
果
発
表
会
の
準
備
を
担
当
す
る

な
ど
、
全
教
師
が
何
ら
か
の
形
で
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
に

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
主
体
的
に
活
動
す
る

生
徒
の
姿
に
触
発
さ
れ
て
、
普
通
教
科
の
教
師
も
Ｓ

Ｓ
Ｈ
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　
進
路
指
導
も
、
学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
学
進
学
志
望
の
生
徒
に
は
ま
ず
、「
Ｓ
Ｓ
課
題
研

究
Ⅱ
」
の
担
当
教
師
が
、
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
、
志

望
理
由
書
の
作
成
な
ど
の
指
導
に
あ
た
る
。そ
し
て
、

志
望
理
由
書
の
完
成
度
を
高
め
る
た
め
に
、
学
級
担

任
や
部
活
動
の
顧
問
な
ど
に
も
指
導
を
仰
ぐ
。
進
路

指
導
部
長
の
中
村
晃
寛
先
生
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
志
望
理
由
書
の
作
成
指
導
は
、
生
徒
の
研
究
を

間
近
に
見
て
、
そ
の
特
長
を
把
握
し
て
い
る
探
究
学

習
の
担
当
教
師
が
最
も
適
任
で
す
。ほ
か
の
教
師
は
、

文
章
の
論
理
性
を
確
認
し
た
り
、
面
接
指
導
を
担
当

し
た
り
し
ま
す
。
生
徒
に
は
、
複
数
の
先
生
に
相
談

し
よ
う
と
伝
え
て
お
り
、
教
師
も
、
生
徒
か
ら
頼
ま

れ
れ
ば
、教
科
や
学
年
を
超
え
て
対
応
し
て
い
ま
す
」

　
農
業
に
関
心
が
あ
っ
て
も
、
中
学
校
ま
で
の
学
習

で
、普
通
教
科
を
苦
手
と
す
る
生
徒
は
少
な
く
な
い
。

そ
う
し
た
生
徒
も
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
融
合
科
目
で
学
ぶ
う

　
生
徒
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で

は
、「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
の
活
動
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
粘

り
強
く
取
り
組
む
姿
勢
（
グ
リ
ッ
ト
）
が
向
上
し
た

か
」
の
項
目
で
、
毎
年
約
90
％
が
肯
定
的
回
答
を
し

て
い
る
（
図
２
）。
ま
た
、
大
学
の
理
系
学
部
に
進

ち
に
、
実
験
に
は
数
学
や
理
科
の
知
識
と
見
方
・
考

え
方
が
必
要
で
あ
り
、
研
究
成
果
を
他
者
に
伝
え
る

た
め
に
は
、
国
語
力
や
英
語
力
が
必
要
だ
と
実
感
し

て
、
学
び
へ
の
姿
勢
が
前
向
き
に
な
る
。
そ
う
し
た

生
徒
の
変
容
は
、
教
師
が
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
に
取
り
組

む
原
動
力
に
も
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
に
取
り
組
む
う
ち
に
、

生
徒
の
農
業
に
対
す
る
視
座
が
上
が
り
、
進
路
意
識

が
変
化
し
て
い
く
と
言
う
。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
を
通
じ
て
大
学
の
研
究
者
や
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
技
術
者
と
接
す
る
機
会
が
増

え
た
こ
と
で
、
生
徒
は
、
現
場
の
生
産
者
以
外
に

も
、
研
究
者
や
技
術
者
と
し
て
農
業
の
発
展
に
貢
献

す
る
か
か
わ
り
方
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
自
然

と
キ
ャ
リ
ア
観
が
広
が
り
、
研
究
者
や
技
術
者
に
な

る
た
め
に
は
、
大
学
で
農
学
や
畜
産
学
な
ど
を
学
ぶ

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
進
学
意
識
も
学
習
意
欲
も
高

ま
っ
て
い
き
ま
す
」（
石
井
先
生
）

　
学
ぶ
目
的
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
学
力
が
大

き
く
伸
び
て
い
く
生
徒
は
多
い
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
務
局

長
の
平
崎
裕ひ

ろ

樹き

先
生
は
語
る
。

　「
地
元
の
塾
の
方
か
ら
、
そ
の
塾
に
通
っ
て
い
た

本
校
の
生
徒
が
、
普
通
科
の
進
学
校
の
生
徒
と
比
べ

て
、１
年
生
の
時
に
は
学
力
の
差
が
大
き
か
っ
た
が
、

そ
の
後
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
、
卒
業
時
に
は
並
ん
だ
と

聞
き
ま
し
た
。『
西
農
の
生
徒
は
伸
び
率
が
違
い
ま

す
ね
』
と
言
わ
れ
た
時
に
、
本
校
の
指
導
が
間
違
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
」

２
学
年
主
任

石
井
朝
子 

い
し
い
・
あ
さ
こ

教
職
歴
９
年
目
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

農
業
科
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
総
務
主
任

丸
川
晋
一 

ま
る
か
わ
・
し
ん
い
ち

教
職
歴
24
年
目
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

理
科
（
生
物
）。

教
頭藤

井
典
之 

ふ
じ
い
・
の
り
ゆ
き

教
職
歴
30
年
目
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

主
幹
教
諭
・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
務
局
長

平
崎
裕
樹 

ひ
ら
さ
き
・
ひ
ろ
き

教
職
歴
31
年
目
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

外
国
語
科
（
英
語
）。

進
路
指
導
部
長

中
村
晃
寛 

な
か
む
ら
・
あ
き
ひ
ろ

教
職
歴
10
年
目
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

数
学
科
。

農
業
の
発
展
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
。

視
座
を
高
め
る
生
徒
た
ち

Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
開
発
主
任

堀
内
敬
士 

ほ
り
う
ち
・
け
い
し

教
職
歴
10
年
目
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

理
科
（
化
学
）。
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学
し
た
卒
業
生
へ
の
追
跡
調
査
で
は
、「
高
校
在
学

中
は
実
験
等
に
失
敗
し
て
も
諦
め
ず
に
取
り
組
む
生

徒
だ
っ
た
か
」
の
項
目
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
前
の
13

年
度
の
卒
業
生
と
比
べ
て
、
14
年
度
以
降
の
卒
業
生

は
肯
定
的
回
答
率
が
大
幅
に
高
か
っ
た
（
図
３
）。

　「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
活
動
に
対
す
る
肯
定
的
回
答
の
割
合

は
、
在
校
生
も
卒
業
生
も
期
を
追
う
ご
と
に
高
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
で
、
活
動
の
質
が
深
化
し
、
生
徒
が
大
き
く

成
長
し
て
い
る
手
応
え
を
、
教
師
一
同
感
じ
て
い
ま

す
」（
堀
内
先
生
）

  
専
門
教
科
と
普
通
教
科
の
連
携
を
よ
り
進
め
る
と

と
も
に
、
大
学
等
の
外
部
の
協
力
を
得
な
が
ら
活
動

の
深
化
を
図
ろ
う
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
３
期
目
に
入
っ
た
22

年
度
は
、
新
入
生
の
教
育
課
程
を
刷
新
し
た
。
講
座

だ
っ
た
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
を
、
２
年
次
の
学

校
設
定
科
目
と
し
て
設
置
し
、「
Ｓ
Ｓ
グ
ロ
ー
バ
ル

英
語
」
は
、科
目
名
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」

に
変
更
。
ど
ち
ら
の
科
目
も
、
指
導
の
際
に
教
師
が

農
業
に
関
す
る
知
識
を
持
っ
て
い
る
方
が
望
ま
し
い

た
め
、
農
業
科
の
教
師
も
授
業
に
加
わ
る
こ
と
に
し

た
。
そ
し
て
、
３
年
次
に
、「
Ｓ
Ｓ
探
究
」「
探
究
数

学
」「
探
究
理
科
」「
探
究
英
語
」
を
選
択
科
目
と
し

て
設
置
し
た
（
Ｐ
．25
図
１
）。

　「
Ｓ
Ｓ
探
究
」は
、よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
に
挑

戦
す
る
意
欲
的
な
生
徒
を
対
象
と
し
た
科
目
だ
。 

協
定
を
結
ん
だ
大
学
に
出
向
い
た
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
で

大
学
教
員
か
ら
の
指
導
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、
生

徒
は
研
究
を
深
め
て
い
く
。
６
単
位
と
し
、週
１
日
、

終
日
じ
っ
く
り
研
究
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
た
。

　「
探
究
数
学
」「
探
究
理
科
」「
探
究
英
語
」
で
は
、

同
校
の
教
師
や
大
学
教
員
か
ら
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
生
徒
は
自
分
で
学
習
の
課
題
を
分
析
し
、
学
習

内
容
と
方
法
を
自
分
で
考
え
て
、
学
習
も
自
身
で
進

め
る
。
教
師
に
よ
る
講
義
な
ど
で
は
な
く
、
主
体
的

に
学
び
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
じ
て
、
大
学
で
学
ぶ

上
で
求
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
の
数
学
・
理
科
・
英
語
の

学
力
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　
藤
井
典
之
教
頭
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
３
期
目
の
展
望
を
次

の
よ
う
に
語
る
。

　「『
Ｓ
Ｓ
探
究
』
や
『
探
究
数
学
』
な
ど
の
科
目
が

実
際
に
始
ま
る
の
は
、
現
１
年
生
が
３
年
生
に
な
る

24
年
度
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
に
協
定
締
結
先
の
大

学
と
の
協
議
を
し
っ
か
り
進
め
、
内
実
の
伴
っ
た
活

動
に
す
る
こ
と
が
今
、
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。
生

徒
が
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
研
究
に
取
り
組
め
る
新
し

い
農
業
高
校
の
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
、
教
師
一

丸
と
な
っ
て
今
後
も
歩
み
続
け
て
い
き
ま
す
」

2013
（28人）

2014
（15人）

2015
（32人）

2016
（21人）

2017
（17人）

2018
（47人）

2019
（52人）

卒業
年度

100

80

60

40

20

0

（％）

第１期

33.3

73.3 67.7
57.1

70.6
85.1 86.5

第２期

（ 　）

■在学中は、「実験等に失敗しても諦めずに取り組む」
ような生徒でしたか。

■ＳＳＨでの活動を経験したことで、粘り強く取り組む
姿勢（グリット）が向上しましたか。

年度 １年生 ２年生 ３年生 平均

2017 91.0 89.7 87.3 89.4

2018 76.9 87.2 92.9 85.7

2019 89.6 88.4 97.4 91.8

2020 92.7 91.7 92.1 92.2

2021 78.6 88.3 92.4 86.4

（％）

指導変革の 広島県立西条農業高校軌跡

変
革
の

　
　
　・

成
果

展
望

大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、

生
徒
が
わ
く
わ
く
す
る
研
究
を
支
え
た
い

図２	 生徒へのアンケート結果図３	 卒業生（大学２年次）へのアンケート結果

注）数値は、「とてもそう思う」「まあそう思う」の合計。
※学校資料を基に編集部で作成。

注）数値は、「とてもそう思う」「まあそう思う」の合計。
※学校資料を基に編集部で作成。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
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進
路
担
当

学
年
団

担
任
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